
ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

まるめ郎アルバム編集後記
　コロナウイルスのニュースが連日放送
され、私自身も外に出る機会が少し減った
気がします。私だけかもしれませんが、マ
スクをしている人を見ると、予防なのか風
邪のような症状があるからなのかがわか
らず、すごく警戒してしまいます。
　みなさんも十分、健康には気を付けて、
なるべくなら人ごみを避けて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　  　（翔） JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

永井智一
（ながい ともかず）

茨城県笠間市にある
「キッチン晴人（ハレジ
ン）」オーナーシェフ

シェフ永井の
おすすめ

レシピ1

材料（2人分）

アスパラガス…………………………………………… ２本
ニンジン………………………………………………… １本
スプラウト ………………………………………………適宜
松の実 …………………………………………………適宜
煮詰めたバルサミコ……………………………………適宜
岩塩 ……………………………………………………適宜
小麦粉 …………………………………………………適宜
オリーブ油 ………………………………………… 大さじ３

（１）

（２）

（３）

作り方

ニンジン、アスパラガスはスティック状に切

り、小麦粉をはたいておく。

フライパンにオリーブ油を入れ熱し、（１）を

じっくりと揚げ焼きして火を通す。

平皿に（２）を盛り付け、煮詰めたバルサミコ

で線を描き、岩塩を振り、松の実、スプラウト

を散らし畑の様子を表現する。

畑の様子（揚げ焼き野菜の温サラダ）

今月のおすすめ

畑の様子
（揚げ焼き野菜の温

サラダ）

レシピ1

ポイント
パーティーなどにいかがでしょうか？
ニンジンやアスパラガスは、他の畑の野菜に変えてもOKです。いろんな味、香り、色を楽しんでください。
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道南の女性部員が集まる「アグリミセスセミ
ナー」で、コットンパールのネックレスづくり
を行いました。みなさん楽しそうに作ってい
ました。
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軟
白
ネ
ギ
の
白
根
の
部
分
は
、

40
〜
55
セ
ン
チ
く
ら
い
が
ベ
ス

ト
。
一
本
ず
つ
長
さ
を
測
っ
て

い
る
。
誉
幸
さ
ん
は
「
白
根
が

曲
が
っ
て
い
た
り
、短
く
て
も
、

長
す
ぎ
て
も
、
見
た
目
の
美
し

さ
が
欠
け
て
し
ま
い
、
秀
品
に

も
な
ら
な
い
」
と
話
す
。

道南を
たがや

農す誉幸さんと妻の麻美さん。麻美さんの実家は酪農家でハウス作業は初めての
作業ばかりとのこと。

軟
白
ネ
ギ
の
重
さ
を
計
り
な
が

ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
束
ね
、
テ
ー

プ
で
と
め
て
箱
詰
め
す
る
。
箱

詰
め
さ
れ
た
状
態
が
な
る
べ
く

キ
レ
イ
に
な
る
よ
う
に
意
識
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

皮
む
き
機
で
、軟
白
ネ
ギ
の
表

面
の
皮
を
む
く
誉
幸
さ
ん
。台

の
上
に
は
噴
射
ノ
ズ
ル
が
設
置

さ
れ
、空
気（
エ
ア
ー
）の
力
で
皮

を
む
く
。軟
白
ネ
ギ
は
4
月
中

旬
頃
ま
で
収
穫
・
出
荷
作
業
が

続
く
と
の
こ
と
。

友達登録は
こちら

●発信情報
・営農や資材情報

・当農協主催のイベント等

ラインで「ＪＡ新はこだて」と
お友達になろう！

LINE@

就
農
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

３２
歳
ま
で
車
の
整
備
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
、
そ
の

後
１
年
半
の
八
雲
町
で
の
農
業
実
習
を
経
て
、
実
家
に

就
農
し
４
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

実
家
は
曾
祖
父
の
代
か
ら
続
く
農
家
で
、
私
は
４
代

目
で
す
。
現
在
は
私
の
他
、
父
（
豊
さ
ん
）
と
母
（
幸

子
さ
ん
）、弟
（
正
樹
さ
ん
）、妻
（
麻
美
さ
ん
）
で
日
々

の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
と
妻
が
軟
白
ネ
ギ
と
露
地
ネ
ギ
、
レ
タ
ス
を
メ
イ

ン
に
、
父
と
母
と
弟
が
和
牛
の
繁
殖
と
乳
牛
の
育
成
・

そ
の
他
の
作
物
を
メ
イ
ン
に
作
業
し
て
い
ま
す
。

就
農
当
初
、
苦
労
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

軟
白
ネ
ギ
や
露
地
ネ
ギ
、
レ
タ
ス
は
私
が
実
家
に
就

農
す
る
時
に
始
め
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
メ
イ
ン

で
あ
る
軟
白
ネ
ギ
の
品
質
向
上
に
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

就
農
当
時
に
比
べ
る
と
少
し
ず
つ
良
く
は
な
っ
て
い

ま
す
が
、
曲
が
ら
な
い
よ
う
ま
っ
す
ぐ
に
作
る
の
は
大

変
で
す
。
軟
白
ネ
ギ
は
何
よ
り
も
見
た
目
が
重
視
さ
れ

る
の
で
、
露
地
ネ
ギ
に
比
べ
て
手
間
が
か
か
り
ま
す
が

単
価
が
高
く
、
需
要
も
あ
る
の
で
収
益
を
確
保
す
る
に

は
欠
か
せ
な
い
作
物
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て
、
気
を
付
け
た
い
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
？

　

昨
年
は
人
手
が
足
り
ず
、
各
作
業
が
全
体
的
に
遅
れ

気
味
だ
っ
た
た
め
、品
質
低
下
を
招
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

軟
白
ネ
ギ
の
品
質
向
上
に
向
け
て
は
、
適
切
な
時
期
に

適
切
な
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
、
一
つ
一
つ
の
作
業

を
丁
寧
に
行
う
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
ハ
ウ
ス
作
物
の
連

作
障
害
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、

何
も
対
策
を
し
て
い
な
い
と
間
違
い
な
く
連
作
障
害
に

な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
他
の
農
家
さ
ん
の
話
を
聞
き

な
が
ら
対
策
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
事
業
な
ど
に
う
ま
く
乗
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
ハ
ウ
ス
を
一
棟
増
設
し
た
い
で
す
。

最
近
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
は
あ
り
ま
す
か
？

　

昨
年
、
八
雲
町
で
妻
と
出
会
い
、
半
年
間
の
交
際
を

経
て
か
ら
１１
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
今
年
は
結
婚
式
や

新
婚
旅
行
も
予
定
し
て
い
る
の
で
、
準
備
等
は
大
変
で

す
が
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
日
々
の
農
作
業
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
長
ネ
ギ
の
お
す
す
め
の
食
べ
方
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

軟
白
ネ
ギ
は
露
地
ネ
ギ
よ
り
柔
ら
か
い
の
で
、
焼
肉

な
ど
で
シ
ン
プ
ル
に
焼
い
て
食
べ
る
と
美
味
し
い
で
す

よ
。

高
収
益
作
物
の
軟
白
ネ
ギ

見
た
目
の﹃
美
し
さ
﹄を
何
よ
り
も
重
視
し
ま
す

ゆ
た
か

ゆ
き

こ

ま
さ　

  

き

あ
さ　

  

み

八雲町わらび野地区

猪子　誉幸さん（37）
いの  こ　　    たか  ゆき

軟白長ネギ １５ａ
露地長ネギ ８ａ
レタス ６.６ａ
大豆 ４ｈａ
ハト麦 １.５ｈａ
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部
員
！
大
募
集
!!

Introduction

さ
んとなりの農家

～農家の現場へズームイン～

佐藤　美登子さん
み　 と　 こ

厚沢部支店女性部　部長

循
環
型
農
業
を
心
が
け
て

PP
バ
ン
ド
結
束
機

　

北
斗
市
稲
里
地
区
の
岡
田
浩

幸
さ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
２４
棟
で
軟

白
ね
ぎ
を
栽
培
し
て
い
る
。
連

作
障
害
対
策
と
し
て
土
地
を
休

ま
せ
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
通
年

出
荷
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
水

稲
約
３０　

の
作
付
け
や
子
牛
も

含
め
た
黒
毛
和
種
約
１
０
０
頭

超
の
飼
養
を
し
て
い
る
。
岡
田

さ
ん
は
「
循
環
型
農
業
を
大
事

に
し
な
が
ら
日
々
営
農
し
て
い

る
」
と
話
し
、
牛
糞
堆
肥
を
牧

草
地
や
ハ
ウ
ス
施
設
、
水
田
に

使
い
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
等
を

畜
産
に
も
利
用
し
、
循
環
さ
せ

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

土
づ
く
り
に
つ
い
て
聞
く
と

「
ミ
ネ
ラ
ル
分
は
都
度
入
れ
て

い
る
が
、
肥
料
の
３
要
素
部
分

に
関
し
て
は
基
本
、
牛
糞
堆
肥

の
み
。
土
づ
く
り
を
す
る
上
で

は
畜
産
が
重
要
な
部
分
を
担
っ

て
い
る
」
と
こ
だ
わ
り
を
教
え

て
く
れ
た
。

　ＪＡ新はこだてには、各支店に全１１の女性部があります。各地区の女性部が集結してイベントを開催したり、そ
の地域ならではの活動があったりと、楽しいイベントが毎年行われています。今回はその活動を知るべく、女性部員
にインタビューしました。

〈
取
材　

大
野
支
店　

長
谷
川　

義
人 

〉

大
野

▼軟白ねぎのハウスで作業中の岡田さん

厚沢部支店女性部

●今後、挑戦したい活動はありますか？
　食品ロス問題と貧困問題を考えたときに、子ども食
堂・地域食堂のような地域に根づいたコミュニティの
場があればすごく良いのではないかと思いました。私
一人では実現できないので、部員を初め、いろいろな
方にサポート頂けるようなら実現に向けて取り組み
たいです。

●部長として心掛けていることはなんですか？
　女性部員の加入促進に関しては、常日頃からいろん
な人に声かけをするよう意識しています。中には「誘わ
れたら入ってみようかな」と思う人もいると思います。
これからも女性部の魅力を伝えるため、積極的に声か
けを行っていきます。

●特に印象強い活動を教えてください。
　２０年以上前の単協時代から続けている味噌づ
くりです。地場産の米から麹を作り、豆も地場産の
ものを持ち寄って作り始めました。年々、味も良く
なっていきましたが、「毎年、味に変化があると売
り物にならない」と指摘を受けてから、材料を正確
に計って作るようになり、今では地元の食堂の味
噌汁など、たくさんの人から楽しみにしていただ
ける「厚沢部支店女性部の味噌」になり、嬉しく
思っています。味噌づくりが終わった後にみんな
でご飯を食べに行って、交流を深めるのも楽しみ
の一つです。
　「かたこもち」も毎年２月頃に作り、それ以降は
数百単位の注文があれば都度作るようにしていま
す。私たちが作るかたこもちは高齢者からも人気
があり、定期的に注文があります。楽しみにしてく
れる方がいるので、できる限り要望に応えられる
よう頑張っていきたいです。

～ 『食』と『農』を守る輝くレディー ～

ＪＡ新はこだて

▲

厚
沢
部
支
店
女
性
部
員
が
作
る「
か
た
こ

も
ち
」。リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
と
の
こ
と
。

▲

梱
包
作
業
中
。愛
機
に
対
し
て「
７
年
の

付
き
合
い
に
な
る
が
、こ
れ
か
ら
も
８
年
、

９
年
、１０
年
と
宜
し
く
頼
む
よ
」鉄
治
さ
ん
。

▲

大
収
穫
感
謝
祭
に
出
店
し
た

部
員
。毎
年
、お
で
ん
を
用
意
し

て
い
る
が
、「
み
そ
だ
れ
」も
人

気
で
、中
に
は
タ
ッ
パ
を
持
っ

て
き
て
、「
入
れ
て
欲
し
い
」と

言
う
人
も
い
る
と
の
こ
と
。

年間の主な活動

７
月　
　

厚
沢
部
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

　
　
　
　

出
店

１０
月　
　

大
収
穫
感
謝
祭
ｉ
ｎ
あ
っ
さ

　
　
　
　

ぶ
２
０
１
９　

出
店

１２
〜　
　

味
噌
づ
く
り

　

１
月

２
月　
　

通
常
総
会

２
月　
　

か
た
こ
も
ち
づ
く
り

「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
実
現
し
ま
せ
ん
か
？
」

岡
田
　
浩
幸
さ
ん
　
軟
白
ね
ぎ

お
か　

だ　
　

 　

ひ
ろ 

ゆ
き

●
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
意
識
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

バ
ン
ド
の
挿
入
口
に
砂
ぼ
こ
り
等

が
入
り
込
む
と
、す
ぐ
に
バ
ン
ド
が
詰

ま
っ
て
し
ま
う
為
、使
用
時
期
は
毎
度
、

確
認
・
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、故
障
し
た
時
に
、専
門
の
業

者
に
依
頼
す
る
と
高
額
な
費
用
と

な
っ
て
し
ま
う
為
、万
が
一
の
時
に
は

自
分
た
ち
で
修
復
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
愛
着
の
あ
る
農
作
業
機
械
を
教
え

　
て
く
だ
さ
い
。

　

７
年
前
か
ら
愛
用
し
て
い
る
半
自

動
ＰＰ
バ
ン
ド
結
束
機
で
す
。
使
用
す

る
の
は
イ
モ
（
メ
ー
ク
イ
ン
）
の
出

荷
時
期
（
９
月
〜
１０
月
）
だ
け
で
す
が
、

シ
ン
プ
ル
な
造
り
な
の
で
新
し
い
全

自
動
モ
デ
ル
よ
り
も
故
障
が
少
な
く
、

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

森
町

　
　

こ
の
コ
ー
ナ
で
は
、
農
家
さ
ん

が
使
っ
て
い
る
農
業
用
機
械
や
独
自

の
道
具
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。 わ

た
し
の
愛
機
﹇
第
３
弾
﹈

月
替
り
連
載
企
画

土
屋
　
鉄
治（
６２
） 
さ
ん

つ
ち　

 

や　
　
　
　
　

て
つ   

じ

ｈａ
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TOPICS
［トピックス］

管内各地の　　な情報を

お届けします。

旬

八雲 農福連携

知内 七飯

　ＪＡグループ北海道は、「令和２年産の畑作物作付に向けた１０のメッセージ」と「畑作物の
ＧＡＰ」についてパンフレットを作成しました。１０のメッセージは、①輪作体系の確立、②需
要動向を踏まえた生産、③農業諸制度の堅持の３
つの観点から、令和２年産の作付にあたって参考
としてほしい情報をわかりやすく伝達することを
目的としています。畑作物のＧＡＰについては、
令和元年度は一部生産者協力のもとプレ実施し、
課題や問題点を整理し、令和２年度より本格実施
する方針としています。詳細な内容については、
今後、連合会やＪＡを通じてお知らせいたします。
１０のメッセージや畑作物ＧＡＰの具体的な内容
については、ＱＲコードよりパンフレットをご確
認ください。

農福連携のメリットなどについて耳を傾ける参加者

農
業
者
ら
1
0
0
人
以
上
が
参
加

「
農
福
連
携
道
南
セ
ミ
ナ
ー
」

　

渡
島
総
合
振
興
局
、北
海
道
農
政
事
務
所
函
館

地
域
拠
点
は
２
月
６
日
、北
斗
市
で「
農
福
連
携

道
南
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
き
、農
業
関
係
機
関
や
自

治
体
関
係
者
、農
業
者
な
ど
１
０
０
人
以
上
が
参

加
し
た
。農
業
と
福
祉
の
連
携
に
関
わ
る
取
組
事

例
の
紹
介
や
基
調
講
演
を
通
じ
、農
家
の
人
手
不

足
解
消
、障
が
い
者
の
就
労
支
援
な
ど
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
狙
い
。

　
「
農
業
に
お
け
る
障
が
い
者
就
労
」
な
ど
の
基

調
講
演
が
行
わ
れ
た
他
、渡
島
総
合
振
興
局
や
当

Ｊ
Ａ
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
な
ど
を
報

告
し
た
。

餅つきを体験する参加者と見守る青年部員

餅
つ
き
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

「
第
33
回
八
雲さむ

い
べ
や
祭
り
」

　

北
渡
島
地
区
青
年
部
落
部
支
部
は
２
月
９
日
、

八
雲
町
の
道
立
公
園
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
内

で
行
わ
れ
た「
第
３３
回
八
雲
さ
む
い
べ
や
祭
り
」

に
参
加
し
た
。

　

部
員
ら
は
そ
ろ
い
の
法
被
姿
で
「
餅
つ
き
囃

子
」を
披
露
し
、そ
の
後
、餅
つ
き
体
験
を
行
っ
た
。

同
地
区
の
女
性
農
業
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
ほ
っ
ぺ
の
会
」は
雑
煮
の
無
料
配
布
を
行
っ
た
。

　

会
場
に
は
同
町
特
産
「
風
の
子
も
ち
」の
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や
く
も
っ
ち
ぃ
」
も
登
場
し
、周

り
に
は
子
供
た
ち
の
輪
が
で
き
た
。

女性職員に花束を手渡す男性職員

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　

七
飯
支
店
花
卉
課
は
2
月
14
日
、バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
に
男
性
か
ら
女
性
に
花
を
贈
る
「
フ
ラ

ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」に
ち
な
ん
で
、同
支
店
、本

店
、ホ
ク
レ
ン
函
館
支
所
の
女
性
職
員
に
花
束
を

贈
っ
た
。

　

贈
っ
た
花
は
七
飯
町
花
卉
生
産
出
荷
組
合（
旧

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
花
卉
生
産
出
荷
組
合
）か
ら
同

組
合
の
花
育
活
動
の
一
環
と
し
て
提
供
さ
れ
た

ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
。

　

同
課
の
男
性
職
員
は
、女
性
職
員
へ
の
日
頃
の

感
謝
の
気
持
ち
と
、さ
ら
に
魅
力
的
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
言
葉
を
添
え
て
、一
人
一
人
に
手
渡

し
た
。

大勢の人が押し寄せるニラの販売ブース

特
産
の
ニ
ラ
「
北
の
華
」
を
販
売

知
内
町
で「
カ
キ
vs

ニ
ラ
ま
つ
り
」開
催

　

知
内
支
店
と
同
支
店
女
性
部
は
２
月
１６
日
、知

内
町
で
開
か
れ
た
、同
町
特
産
の
旬
の
カ
キ
と
ニ

ラ
を
味
わ
う「
第
２２
回
し
り
う
ち
味
な
合
戦
冬
の

陣
カ
キ
VS
ニ
ラ
ま
つ
り
」に
出
店
し
た
。

　

同
支
店
は
、ニ
ラ「
北
の
華
」を
１０
束
８
０
０
円

な
ど
の
安
値
で
販
売
。開
始
前
か
ら
長
い
列
が
で

き
た
。同
女
性
部
は
べ
こ
餅
や
手
作
り
み
そ
、漬

物
な
ど
を
販
売
し
た
他
、新
鮮
な
ニ
ラ
を
湯
に
通

し
て
食
べ
る「
ニ
ラ
し
ゃ
ぶ
」の
無
料
試
食
を
行
っ

た
。同
支
店
が
販
売
し
た
「
ニ
ラ
そ
ば
」
も
好
評

だ
っ
た
。

ＪＡグループ通信

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容を
紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

ＪＡ北海道信連
　ＪＡバンクのキャラクター「よりぞ
う」が、協同組合間連携の取り組みの一
環として、初めてコープさっぽろ・ろうきんのキャ
ラクターとともに、１１月に札幌市内の保育園を
訪問しました。また、１２月には、「よりぞう」
と「ちょリス」が、岩見沢市、滝川市、旭川市の
幼稚園を訪問し、子供
たちと交流を深めまし
た。地域の皆様に、ＪＡ
バンクをより身近に感
じてもらえるような活
動に取り組んでいます。

ＪＡ北海道中央会

ＪＡ共済連北海道
　ＪＡ共済連北海道では、２月４日から
開催される雪と氷の祭典「第７１回さっ
ぽろ雪まつり」の大通り７丁目「ＨＢＣポーラン
ド広場」におきまして、令和元年度　ＪＡ共済　
全道小・中学生交通安全ポスターコンクールの入
賞作品６４点を展示いたします。
　ＪＡ共済連北海道は交通事故のない社会の実現
に向けて、多くの観光客の方々にも交通安全の大
切さを理解していただき、
事故の防止につなげてい
きます。
（写真は、昨年の会場の
様子）

ホクレン
　ホクレンは、北海道ぎょれんと〝共同
制作〟したカタログギフト「北の海と大
地のギフト」を販売しており、旬の北海道産農畜
産物・水産物ならびに、その加工品など北海道産
食材の魅力をお届けいたします。
　カタログを贈られた方が気に入った商品を好き
なタイミングで注文できます。価格は１冊５５０
０円（消費税込み、送
料除く）。詳しい内容
は「ホクレングリーン
ネットショップ」のＷ
ｅｂサイトで閲覧いた
だけます。

ＪＡ北海道厚生連
　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と
健康を守るため、本会事業の積極的な啓蒙
推進を図ることを目的として、広報誌「すまいる」
を発行しております。
　紙面をリニューアルし、より読みやすくさらに健
康に役立つ医療・健
康情報を発信して
おります。１０月発
行分にはプレゼント
付きアンケートもご
ざいますので是非
応募にもチャレンジ
してみてください。

１０のメッセージ

畑作物のＧＡＰ
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　ドローンは「空の産業革命」などと呼ばれ、様々
な分野での活用が期待されています。農業における
ドローンは、５年ほど前から販売が始まり、販売台
数も飛躍的に伸びておりニーズも年々高まっていま
す。
　農業で課題となっている担い手不足や高齢化によ
る労働力不足を背景に、ドローン導入により、農作
業の効率化や低コスト化といったメリットが期待さ
れています。また、無人ヘリコプターと比較して安
価であり、操縦への難易度が低いこともポイントで
す（表１）。

　農林水産省では、「農業用ドローンや利用技術の普及拡大に向けた
計画」が策定され、「農薬散布」「肥料散布」「播種（たねまき）」
「受粉（果樹）」「収穫物運搬」「センシング」「鳥獣被害対策」の
７つの利用分野で普及を目指し、全国各地で導入及び実証実験が行わ
れています。特に農薬散布は、２０２２年までに散布面積を全国で１
００万ｈａまで拡大させることを目標としています。
　近年、農薬散布用ドローンは、登録農薬数の多い水稲、大豆、そば、
麦類といった土地利用型作物を中心に利用が急増しており、畑で栽培
する露地野菜や果樹などでのニーズも高まっています（表２）。その
ため、ドローンに適した農薬の登録拡大が急務となっています。
　また、「センシング」での利用も期待され、ドローンに搭載した高
精細カメラなどで撮影した画像を使い、ほ場の生育ムラを見える化し、
追肥の判断や次の栽培に向けた土壌改良・施肥に役立てる取り組みが
始まっています（図１）。また、収穫適期の判断や病害虫の診断など、
さまざまな技術が実証・検証中であり、栽培に役立てることが期待さ
れています。

機体（付属品含）

保険費用

点検費

整備費

ドローン

約１７５万円※

約１２～１５万円

約１０万円

安い

作物

稲・麦類

豆類

いも類

野菜類

果樹類

その他

計

登録農薬数

５０２ 剤

６９ 剤

２４ 剤

５２ 剤

１９ 剤

２９ 剤

６９５ 剤

無人ヘリ

約１,４００万円

約４０～８０万円

約５０～１００万円

高い

「進む、ドローン（無人航空機）の活用」

☆国が目指すドローンの活用方向

　２０１９年７月末には、これまで制定されていた「農薬の空中散布における技術指導指針」が廃止さ
れ、各種書類手続きの簡素化が進んでいます。また、農薬散布ほ場周辺に「立入管理区画」の設置、
「安全な飛行を確保するための体制」など、一定のルールを守ることで「補助者配置義務不要」と「目
視外飛行」など、散布作業にかかる要件も緩和されています（詳細は農水省ホームページなど参照）。
　同時に機体の進化もめざましく、飛行状況の把握や非常時の対応に向けた機能など、操縦者や操縦補
助者をサポートする機能も充実しており、自動操縦、高度維持、飛行経路の逸脱防止、緊急回避など、
高性能ドローンが次々と登場しています。また、大容量タンク（１６Ｌ以上）でこれまでより散布可能
面積が増えた機体、長時間飛行が可能なハイブリッドシステム（バッテリーとエンジン）の機体なども
登場しています。
　現段階では、飛行時間の短さ（バッテリー容量）や登録農薬数などの課題もありますが、これから改
善されていくと予想され、日々進化するドローンに注目です。

☆規制緩和と日々進化する機体

　道南でも、すでに農業用ドローンが数戸の農家で導入されています。主に登録農薬数の多い水稲栽培
で利用されています。

☆渡島でのドローン導入事例

＝　ドローンによる水稲管理作業　＝

＝導入した感想＝

写真１　農業用ドローン

図１　ドローンによるセンシング

表１　コスト比較（例）

表２　ドローンに適した
　　　農薬登録数

※機種により価格は変わり、金額は目安。

※令和元年１２月末

（Ａ社調べ）

※除草剤散布

機体：DJI AGRAS MG-1 

生育悪い

生育良好

☆水田の育成村を
　色分け（見える化）

○使用場面：水稲除草剤（粒剤）散布、水稲病害虫の防除（パンクルスプレヤーの代替）、
　　　　　　水稲直播栽培の追肥など

○初フライトは、ドローンの散布幅（往復回数）をつかむのに若干慣れが必要だが、感覚さえつかめ
　ば、モニターに散布軌跡も表示され非常に楽である。
○除草剤散布では、ほ場全面散布のほか、ほ場中央部の雑草密生地にピンポイント散布も可能で水田
　に入る必要がない。直播栽培のムラ直しで追肥にも使える。
○パンクルスプレヤーより作業は早く、ぬかるむほ場でも難なく散布できる。

○導入経費（例）
・機体：約１３０万円、粒剤散布用キッド：約１０万円
・無線機：約２０万円（オペレーターと補助者で２台）
・バッテリ―：約４８万円（約８万円／個×６個）
　　　　　　（１個：１０分前後、約１ｈａ散布可）
・充電器：約１７万円、発電機：約１０万円
・技能認定：約２７万円／人×２人

充電器

発電機
予備バッテリー

渡島農業改良普及センター

渡島農業改良普及センターのホームページ普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！ http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/index.htm

連絡先 0138-77-8242 89



春まき小麦「春よ恋」 

は種量・施肥量の検討

低収要因の解明と対策

は
種
量
×
N

は
種
量
×
N
×
P

檜山地域農業技術支援会議
文責：檜山農業改良普及センター

高齢化で１戸当たり作付面積増加

小麦の作付面積が拡大

春まき小麦の収量は低水準

目 的
低収要因の調査と実証試験によって、製品収量360kg/10aを確保
できる栽培指針を提示し、増収を図る

春まき小麦の収量
（H29年農林水産統計）

地域の登熟条件に適したは種量、施肥量を3か年検討（H30年は登熟不良条件なためデータ省略）

実 証
試 験

●は種量を減らしても慣行と同等の収量を確保
●窒素12kg/10aで高い粗麦収量を確保
●窒素15kg/10aでは増収せず、タンパクが上
　がりやすい

●は種量を減らしても慣行と同等の収量を確保
●窒素12kg、リン酸16～32kgの組合わせにより
　高い収量を確保
●幼穂形成期追肥はタンパクが上がりやすい

●は種量は255粒（千粒重38gの場合9.7kg/10a)で慣行と同等の収量を確保。
●窒素施肥量は12kg/10aが慣行9kg/10aよりも収量性が高い。15kg/10aは増収
　効果がみられず、タンパクが上がりやすい。
●リン酸施肥量は16～32kg/10aで窒素12kg/10aとの組み合わせで収量が増加。

まとめ

調査でわかった主な低収要因とその対策
（平成２９～令和元年）

実 態
調 査

●秋期の排水対策

　（心土破砕、額縁明きょ等）

●融雪材の散布

対 策

対 策

●ほ場の地力に応じた施肥

●は種量の遵守

対 策

遅まき
は種が遅いほど収量が低下する傾向は３か年共通。
早まきを制するものは春小を制する！

過剰な穂数
穂数が６００本 /㎡以上だと細麦化し、歩留まりが低下する。
穂数５００～６００本で歩留まりが最も高い傾向は３か年共通。

低 pH
約半数のほ場がpH5.4 以下の低水準。低pHだと養分吸収が抑制され、生育量が不足する。

対 策

●石灰資材による酸度矯正

●目標pH5.5 以上

対 策

調査ほ場のpH（H29～R元年、計50筆）

穂数と歩留まり（H30年、厚沢部地域）

粗麦重とは種期（R元年、江差・上ノ国地域）

檜山農業改良普及センター

檜山農業改良普及センターのホームページ普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！ http://www.hiyama.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0139-53-6141 1011



出芽のばらつき
は種機の調整不足、浅まきなどで出芽がばらつくと生育不足や雑草が繁茂。

低い地力
土壌の窒素肥沃度とリン酸肥沃度が低く、生育量が不足。ほ場の地力に応じた施肥が必要。

●ほ場の排水性改善

●ていねいな耕起・砕土・

　は種作業

●十分な鎮圧

●は種機の設定確認

対 策

対 策

対 策

●土壌分析に基づいた施肥

●有機物資材の施用による

　地力増強

●リン酸資材の施用

対 策

葉枯症状
多湿条件の場合、ニバーレ葉枯症とふ枯病が混発。登熟不良となる。

●止葉期の薬剤散布

●ニバーレとDON低減に対

　応した赤かび病防除体系の

　徹底

●適正な輪作体系

対 策

出芽のばらつき（H29年、上ノ国町）

ニバーレ葉枯症 ふ枯病

は種
深度

穂数
(本/㎡)

製品収量
(kg/10a)

は種深度と穂数・収量
（R元年、厚沢部）

町別・年次別の
土壌熱水抽出性窒素 リン酸施肥量と収量

（R元年、江差・上ノ国地域）

防除体系（H30年、聞き取り）

ニバーレに対応した
防除実施が少ない

適正

浅まき

６２７

４７２

４７１

３４８

令和元年度檜山地域農業技術支援会議「春まき小麦『春よ恋』低収要因の解明と対策」プロジェクト

注：厚沢部地域と江差・上ノ国地域は気象・土壌条件が異なることから、目標・施肥量が異なっている。

JA新はこだて厚沢部基幹支店、厚沢部町、道南農業試験場、
檜山農業改良普及センター本所、檜山振興局農務課

栽
　
　
　
　
培
　
　
　
　
指
　
　
　
　
針

目
　
標

厚沢部地域 江差・上ノ国地域

厚沢部地域 江差・上ノ国地域

は種期
ほ場条件が整い次第、早くは種する

●ニバーレによる葉枯症・ふ枯病に対応するため、止葉
　期の薬剤散布を行う。
●赤かび病防除を適期に実施し、ＤＯＮ低減・ニバーレ
　に対応した防除体系とする。

255～340粒/㎡

5.5以上

５００本/㎡

３８０kg/10a以上

６００本/㎡

４６０kg/10a以上

３６０kg/10a ４２０kg/10a

土壌処理剤、茎葉処理剤を適期に処理する。

薬剤に合わせて適期に処理する。

苦土炭カル

窒　素：１２※
リン酸：１６　
カ　リ：　９　
苦　土：　４　

窒　素：１２※
リン酸：１２　
カ　リ：　８　
苦　土：　０　

炭カル

は種期

目標ｐH

土改材

除草

植物成長調整剤

穂数

粗麦重

製品収量
（2.4mm篩上）

病害虫防除

施肥量
(kg/10a)

※土壌診断に基づい
て施肥量を増減する。

※ほ場の排水改善に努め、融雪材を散布する。
※土壌水分が多い場合は出芽率が低下しやすいので無理をしない。

※植物成長調整剤を使用し、倒伏を防ぐ。
※堆肥等有機物を投入したほ場、野菜等前作の残渣をすき込んだほ場
　では９kg/10a とする。
※基肥重点施肥とし、低タンパクが懸念される場合は、開花期以降の
　葉面散布を実施する。

※種子の千粒重38gの場合、9.7～12.9kg/10a

調査でわかった主な低収要因とその対策
（平成２９～令和元年）

実 態
調 査春まき小麦「春よ恋」 

檜山南部地区栽培指針（令和２年版）

檜山農業改良普及センター

檜山農業改良普及センターのホームページ http://www.hiyama.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0139-53-6141
普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！
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組合員懇談会開催結果報告組合員懇談会開催結果報告

※要約版でありますことを予めご了承願います。

◆開催期間 ： 令和元年１２月４日（水）～１２月６日（金）
◆開催状況：１２地区・８会場で開催
◆出席状況：対象者数２,１３１人、出席者数１６６人、
　　　　　　出席率７.８％

組合員懇談会
開催結果報告（要約版）

　
　…

質
問
・
意
見

　
◇…

回
答

◇　

第
６
次
中
期
経
営
計
画
の
３
年
間

は
当
農
協
が
総
合
農
協
と
し
て
存
続

し
て
い
く
為
の
重
要
な
期
間
と
な
り

ま
す
。
検
討
す
る
課
題
も
多
く
、
地

域
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
活
発
な
議

論
を
す
る
た
め
に
も
現
状
の
定
数
に

女
性
理
事
２
名
を
追
加
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

◇　

Ｊ
Ａ
全
域
か
ら
の
選
出
と
な
り
、

学
経
理
事
同
様
、
理
事
会
で
候
補
者

を
推
薦
し
ま
す
。

◇　

第
６
次
中
期
経
営
計
画
事
業
機
能

再
編
プ
ラ
ン
の
大
事
な
期
間
で
あ
り
、

組
合
員
の
意
見
を
多
く
反
映
さ
せ
て

い
く
た
め
、
女
性
理
事
以
外
の
役
員

定
数
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尚
、

第
６
次
中
期
経
営
計
画
期
間
内
で
総

代
定
数
含
め
役
員
定
数
等
を
検
討
し

ま
す
。

◇　

Ｊ
Ａ
の
経
営
状
況
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
が
、
現
状
の
出
資
配
当

率
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

規
制
強
化
に
よ
り
自
己
資
本
比
率

が
下
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

出
資
金
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
積

立
金
を
積
む
こ
と
に
よ
り
自
己
資
本

比
率
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇　

当
Ｊ
Ａ
管
内
は
、
多
様
な
経
営
形

態
が
多
く
、
組
合
員
の
減
少
を
防
ぐ

上
で
も
、
地
域
農
業
振
興
計
画
の
実

践
に
よ
り
所
得
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇　

施
設
や
店
舗
の
再
編
に
よ
り
、
合

理
化
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

◇　
（
意
見
）

　

 ◇　
（
要
望
）

◇　

現
段
階
で
実
施
は
決
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

聞
き
、
検
討
し
ま
す
。

◇　

当
農
協
も
両
替
用
の
金
種
を
用
意

す
る
た
め
、
他
の
金
融
機
関
へ
調
達

の
際
に
は
手
数
料
を
払
っ
て
お
り
、

そ
の
一
部
を
両
替
手
数
料
と
し
て
設

定
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
更
な
る

向
上
に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　
（
要
望
）

◇　

当
組
合
管
内
に
は
様
々
な
農
業
経

営
体
が
あ
り
、
法
人
経
営
も
１
戸
法

人
か
ら
複
数
戸
法
人
ま
で
多
種
多
様

な
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
組
合
員

割
は
「
同
額
」、
耕
作
面
積
・
頭
数

割
は
「
上
限
・
下
限
」
を
設
定
す
る

こ
と
で
、
組
合
員
間
の
平
等
性
を
可

能
な
限
り
担
保
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
も
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇　

農
協
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
団

体
で
区
別
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
生
産
組
織
と
そ
れ
以
外
の

組
織
に
つ
い
て
は
、
負
担
額
に
差
を

つ
け
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
願

い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
青
色
申
告
会
に
つ
い
て
は
、

会
員
１
名
当
た
り
２
０
０
円
の
負
担

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇　

本
店
営
農
課
に
て
事
務
局
を
担
っ

て
い
る
組
織
を
調
査
し
、
事
務
費
負

担
の
基
礎
と
し
て
お
り
ま
す
。

◇　

会
計
に
係
る
業
務
量
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
少
し
で
も
本
来
の
業
務

を
行
い
た
い
こ
と
か
ら
ご
協
力
願
い

ま
す
。

◇　

組
織
に
よ
っ
て
事
務
に
携
わ
る
業

務
量
の
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
今

後
検
討
し
ま
す
。

◇　

事
務
費
は
、
徴
収
し
て
い
る
組
織

と
そ
う
で
な
い
組
織
が
あ
る
た
め
統

一
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
組
織

に
対
す
る
事
務
費
は
地
域
農
業
の
振

興
の
た
め
営
農
指
導
事
業
で
支
出
し

て
き
ま
し
た
が
見
直
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇　

地
区
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
地

域
振
興
費
の
使
途
決
定
と
組
織
助
成

金
の
配
分
を
決
定
し
ま
す
が
、
組
織

助
成
金
の
配
分
等
は
、
地
区
運
営
委

員
会
が
決
定
権
を
有
す
る
仕
組
み
に

変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
「
組
織
の

フ
レ
ー
ム
」
を
設
け
る
こ
と
で
、
フ

レ
ー
ム
か
ら
外
れ
る
組
織
は
条
件
整

備
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
再
編
後
の
組
織
数
は
見
込
め
る
状

況
に
な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
賦
課
金
の
上
限
額
を
見
直
す

こ
と
で
の
２
０
０
万
円
ほ
ど
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

◇　

賦
課
金
は
、
営
農
指
導
事
業
に
お

け
る
経
費
の
一
部
を
組
合
員
が
負
担

す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
当
Ｊ
Ａ

の
場
合
、
地
域
に
よ
る
作
物
形
態
や

規
模
の
違
い
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い

た
め
、
過
去
か
ら
下
限
額
、
上
限
額

を
設
け
て
調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
賦
課
金
見
直
し
案
に
つ
い

て
は
、
賦
課
金
の
負
担
方
法
の
前
に
、

集
め
た
賦
課
金
を
ど
う
使
用
す
る
の

か
、
使
い
方
の
統
一
を
優
先
さ
せ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
地
域
で
集
め
た
賦
課
金
の

大
半
を
、
地
域
で
使
い
方
を
決
定
で

き
る
仕
組
み
に
変
更
し
た
い
と
い
う

の
が
農
協
の
考
え
方
で
す
。

◇　

現
行
の
賦
課
金
徴
収
基
準
で
の
徴

収
と
な
る
た
め
、
頭
数
割
の
み
の
徴

収
と
な
り
ま
す
。

◇　

渡
航
費
は
利
用
者
が
支
払
う
決
ま

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
費
、
光

熱
費
等
の
共
益
費
は
実
習
生
の
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
生
活
す
る
た

め
の
家
財
家
具
等
は
利
用
者
側
で
準

備
が
必
要
で
す
。

◇　

地
域
の
農
業
振
興
で
あ
り
、
事
業

経
費
は
地
域
振
興
費
を
活
用
す
る
よ

う
伝
え
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
み
で
は
事
業
対
象
に
な
る
の
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に

は
ハ
ー
ド
部
分
と
の
連
動
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

◇　

現
状
で
は
大
き
な
影
響
は
出
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
は
心
配
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
や
補
給
金
の
見
直

し
を
要
望
し
、
影
響
を
最
小
限
に
す

る
よ
う
支
援
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　

営
農
計
画
書
に
つ
い
て
は
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
各
自
Ｕ
Ｓ

Ｂ
メ
モ
リ
ー
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ

け
れ
ば
デ
ー
タ
で
お
渡
し
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
は
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
電

子
メ
ー
ル
で
の
送
信
は
可
能
で
す
。

◇　

主
要
の
作
物
だ
と
３
割
程
度
し
か

反
収
、
生
産
量
の
目
標
を
達
成
し
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
農
業
所
得

の
増
大
に
つ
い
て
は
、
平
成
２９
年
度

の
全
道
平
均
を
参
考
に
し
、
今
回
の

第
６
次
地
域
農
業
振
興
計
画
中
期
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

１０
％
の
農
業
所
得
の
増
大
を
数
値
目

標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
支
店
の
主
要
作
物
に
つ
い
て
、
数

量
目
標
は
そ
れ
ぞ
れ
収
量
増
の
計
画

と
な
っ
て
お
り
、
課
題
と
取
り
組
み

内
容
も
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
確

認
し
て
戴
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◇　

懇
談
会
で
話
を
す
る
の
が
初
め
て

で
す
。
今
ま
で
と
大
き
く
変
わ
る
地

区
に
つ
い
て
は
、
年
明
け
す
ぐ
に
で

も
別
途
、
説
明
会
等
を
開
催
し
な
が

ら
ご
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◇　

今
の
段
階
で
は
こ
う
い
う
考
え
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
ご
理
解
を
い
た

だ
い
た
上
で
、
具
体
的
な
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
年
明
け
に
開
催
す
る
説

明
会
等
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
、
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇　

何
が
何
で
も
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
で
き
れ
ば
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施
さ
せ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

そ
れ
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
説
明

会
等
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
取
り
進
め
て
い

き
ま
す
。

【
総
務
部
関
係
】

◇　

現
段
階
で
は
酪
農
業
務
は
別
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
各
支

店
に
は
酪
農
担
当
者
を
残
す
こ
と
を

基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

支
店
の
酪
農
業
務
は
大
き
く
「
生

乳
の
緊
急
検
査
」「
各
種
補
助
事
業

対
応
」「
営
農
相
談
」
と
考
え
て
い

ま
す
。
業
務
の
内
容
に
応
じ
て
、
本

店
及
び
支
店
の
営
農
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
も
こ
れ
ま
で
通
り
と
考
え
て
い

ま
す
。

◇　

今
ま
で
通
り
、
生
産
者
が
不
便
に

な
ら
な
い
よ
う
対
応
し
ま
す
。

◇　

畜
産
業
務
は
、
補
助
事
業
、
牛
の

登
録
等
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
多
い
為
、
現

場
職
員
と
事
務
職
員
を
分
け
て
、
現

場
の
状
況
を
踏
ま
え
事
務
職
員
と
連

携
を
と
り
、
業
務
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◇　

生
乳
の
緊
急
検
査
体
制
に
つ
い
て

は
、
持
ち
帰
り
検
討
さ
せ
て
下
さ
い
。

畜
産
の
業
務
体
制
に
つ
い
て
は
拠
点

に
職
員
を
集
め
る
こ
と
で
、
移
動
時

間
等
の
ロ
ス
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

従
来
一
人
で
完
結
す
る
体
制
か
ら
複

数
の
職
員
で
分
担
す
る
こ
と
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
出
向
く
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
組
合
員
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
事
務
ミ
ス
等
の
再
発

防
止
に
も
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
承
り
ま
す
。

将
来
的
に
組
合
員
戸
数
の
減
少
が
続

け
ば
、
さ
ら
な
る
業
務
の
集
約
も
避

け
て
は
通
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
家
畜
の
販
売
力
強
化
と

畜
産
職
員
の
育
成
を
目
的
に
畜
産
部

門
か
ら
取
り
進
め
る
こ
と
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇　

廃
用
牛
の
出
荷
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
職
員
が
個
体
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
畜
主
に
会
え
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
会
え
な
い
場

合
は
電
話
等
で
報
告
す
る
等
の
対
応

を
し
ま
す
。

◇　

単
に
個
別
経
営
体
が
規
模
拡
大
を

図
る
牧
場
と
は
違
い
、
様
々
な
研
修

機
能
を
有
す
る
こ
と
で
、
次
の
八
雲

の
酪
農
を
担
う
人
づ
く
り
が
メ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
事
会
に
て
農

協
と
し
て
の
出
資
を
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

◇　
　
（
要
望
）

◇　
（
要
望
）

◇　
（
要
望
）

◇　

機
械
の
老
朽
化
や
人
員
確
保
の
問

題
、
賃
金
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
今
後
の
方
針
を
作
物
ご
と
に
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◇　

有
利
販
売
す
る
意
味
か
ら
も
、
今

後
、
取
り
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

施
設
利
用
部
門
は
過
去
か
ら
赤
字

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
支
改

善
の
た
め
、
段
階
的
に
利
用
料
を
上

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇　
（
要
望
）

【
信
用
共
済
部
関
係
】

【
農
業
振
興
部
関
係
】

1

役
員
定
数
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

も
、
現
状
の
役
員
定
数
の
内
数
と

し
て
女
性
理
事
２
名
を
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

2

女
性
理
事
に
は
区
域
別
配
分
は
な

い
の
か
。
ま
た
、
女
性
理
事
候
補

者
は
ど
こ
で
推
薦
さ
れ
る
の
か
。

3

組
合
員
が
減
少
す
る
中
で
役
員
数

を
減
ら
す
考
え
は
な
い
の
か
。

4

出
資
金
の
増
資
に
よ
る
組
合
員
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
出
資
配
当
金

の
増
額
を
考
え
て
い
る
か
。

5

自
己
資
本
比
率
の
国
際
基
準
は

８
％
だ
が
、Ｊ
Ａ
は
１６
％
と
基
準

を
超
え
て
い
る
。
な
ぜ
、
積
立
金

を
積
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。

6

所
得
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
、
大

規
模
農
家
を
増
や
す
方
向
性
ば
か

り
だ
と
、
農
家
戸
数
は
減
少
す
る
。

農
家
戸
数
を
減
ら
す
方
向
に
は
進

ん
で
欲
し
く
な
い
。
ま
た
、
農
協

を
利
用
し
や
す
く
な
る
環
境
を

作
っ
て
ほ
し
い
。

7

令
和
４
年
度
の
赤
字
転
落
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

8

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
を
使

い
、
本
店
に
事
務
を
集
約
し
、
現

場
職
員
は
農
家
と
の
関
係
性
を
密

に
す
る
考
え
も
必
要
な
の
で
は
な

い
の
か
。

9

組
合
員
懇
談
会
の
協
議
時
間
を
十

分
に
取
っ
て
ほ
し
い
。

1

昼
休
み
の
金
融
窓
口
業
務
の
休
業

は
止
め
て
も
ら
い
た
い
。

2

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
両
替

手
数
料
等
を
請
求
し
サ
ー
ビ
ス
が

良
く
な
い
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
、
隔
日
営
業
や
営
業
時

間
の
短
縮
な
ど
、
経
費
削
減
ば
か

り
で
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
考

え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

3

函
館
地
区
の
人
参
共
選
施
設
で

は
、
汚
水
問
題
や
馬
鈴
薯
共
選
施

設
の
開
始
時
期
も
遅
れ
、
手
選
別

等
で
の
経
費
負
担
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
ク
ミ
カ
ン
収
支
の
マ
イ

ナ
ス
が
心
配
さ
れ
る
の
で
、
資
金

の
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

1

賦
課
金
見
直
し
に
つ
い
て
、
個
人

経
営
と
法
人
経
営
と
の
不
公
平
感

が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

2

賦
課
金
の
事
務
費
の
負
担
に
つ
い

て
、
女
性
部
は
利
益
を
得
て
い
る

団
体
で
は
な
い
の
で
免
除
は
で
き

な
い
の
か
。
ま
た
、
青
色
申
告
会

は
ど
う
か
。

6

販
売
手
数
料
を
払
っ
て
い
る
の
に

事
務
費
を
徴
収
す
る
こ
と
は
、
二

重
徴
収
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
事

務
費
を
負
担
し
て
い
な
い
組
織
が

あ
る
の
か
。

3

賦
課
金
に
係
る
「
事
務
費
」
の
金

額
根
拠
は
あ
る
か
。

4

助
成
金
を
受
け
て
い
る
組
織
に

「
会
計
責
任
者
」
を
置
く
と
い
う

こ
と
は
、
組
織
に
通
帳
を
持
っ
て

く
れ
と
い
う
こ
と
か
。

5

事
務
委
託
費
の
徴
収
基
準
は
ど
う

な
の
か
。

7

組
織
助
成
金
の
配
分
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
生
産
組
織
に
対
す
る
助

成
金
は
な
く
な
る
の
か
。

8

賦
課
金
の
関
係
で
、
現
在
、
活
動

助
成
金
を
交
付
し
て
い
る
２
６
０

の
組
織
は
、
組
織
再
編
す
る
こ
と

で
、
ど
の
く
ら
い
の
組
織
数
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
賦
課

金
徴
収
基
準
を
見
直
す
こ
と
で
、

賦
課
金
総
額
は
ど
の
く
ら
い
を
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

9

賦
課
金
徴
収
基
準
に
つ
い
て
不
公

平
感
を
感
じ
る
。
上
限
額
を
引
き

上
げ
て
も
不
公
平
感
は
な
く
な
ら

な
い
。
そ
れ
で
も
公
平
で
あ
る
と

い
う
な
ら
更
な
る
説
明
が
必
要
で

あ
る
。

10

畜
産
経
営
で
畑
を
持
た
な
い
ケ
ー

ス
（
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
利
用
な
ど
）

は
賦
課
金
を
ど
の
よ
う
に
徴
収
す

る
の
か
。

12

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
農
業
ト
ラ
イ
ア

ル
（
ミ
ド
リ
ク
ラ
ウ
ド
）
に
本
店

は
関
わ
ら
な
い
と
聞
い
て
い
た
が

ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
実
績
報
告

が
部
会
に
さ
れ
て
い
な
い
。

13

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
農
協
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

11

外
国
人
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
場

合
、
労
賃
以
外
に
も
負
担
す
る
必

要
は
あ
る
の
か
。

14

働
き
方
改
革
で
時
間
短
縮
と
な
る

の
は
理
解
す
る
が
、
例
え
ば
、
営

農
計
画
書
の
よ
う
に
膨
大
な
手
書

き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

な
ど
は
、
ソ
フ
ト
を
開
発
し
パ
ソ

コ
ン
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

か
、
各
種
申
込
書
等
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
申
し
込
み
を
構
築
し
、

Ｊ
Ａ
に
足
を
運
ば
な
く
と
も
済
む

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

15 14
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　…

質
問
・
意
見

　
◇…

回
答

◇　

第
６
次
中
期
経
営
計
画
の
３
年
間

は
当
農
協
が
総
合
農
協
と
し
て
存
続

し
て
い
く
為
の
重
要
な
期
間
と
な
り

ま
す
。
検
討
す
る
課
題
も
多
く
、
地

域
の
意
見
を
吸
い
上
げ
、
活
発
な
議

論
を
す
る
た
め
に
も
現
状
の
定
数
に

女
性
理
事
２
名
を
追
加
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

◇　

Ｊ
Ａ
全
域
か
ら
の
選
出
と
な
り
、

学
経
理
事
同
様
、
理
事
会
で
候
補
者

を
推
薦
し
ま
す
。

◇　

第
６
次
中
期
経
営
計
画
事
業
機
能

再
編
プ
ラ
ン
の
大
事
な
期
間
で
あ
り
、

組
合
員
の
意
見
を
多
く
反
映
さ
せ
て

い
く
た
め
、
女
性
理
事
以
外
の
役
員

定
数
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尚
、

第
６
次
中
期
経
営
計
画
期
間
内
で
総

代
定
数
含
め
役
員
定
数
等
を
検
討
し

ま
す
。

◇　

Ｊ
Ａ
の
経
営
状
況
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
が
、
現
状
の
出
資
配
当

率
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

規
制
強
化
に
よ
り
自
己
資
本
比
率

が
下
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

出
資
金
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
積

立
金
を
積
む
こ
と
に
よ
り
自
己
資
本

比
率
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇　

当
Ｊ
Ａ
管
内
は
、
多
様
な
経
営
形

態
が
多
く
、
組
合
員
の
減
少
を
防
ぐ

上
で
も
、
地
域
農
業
振
興
計
画
の
実

践
に
よ
り
所
得
を
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇　

施
設
や
店
舗
の
再
編
に
よ
り
、
合

理
化
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

◇　
（
意
見
）

　

 ◇　
（
要
望
）

◇　

現
段
階
で
実
施
は
決
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を

聞
き
、
検
討
し
ま
す
。

◇　

当
農
協
も
両
替
用
の
金
種
を
用
意

す
る
た
め
、
他
の
金
融
機
関
へ
調
達

の
際
に
は
手
数
料
を
払
っ
て
お
り
、

そ
の
一
部
を
両
替
手
数
料
と
し
て
設

定
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
更
な
る

向
上
に
向
け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　
（
要
望
）

◇　

当
組
合
管
内
に
は
様
々
な
農
業
経

営
体
が
あ
り
、
法
人
経
営
も
１
戸
法

人
か
ら
複
数
戸
法
人
ま
で
多
種
多
様

な
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
組
合
員

割
は
「
同
額
」、
耕
作
面
積
・
頭
数

割
は
「
上
限
・
下
限
」
を
設
定
す
る

こ
と
で
、
組
合
員
間
の
平
等
性
を
可

能
な
限
り
担
保
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
も
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇　

農
協
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
団

体
で
区
別
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
生
産
組
織
と
そ
れ
以
外
の

組
織
に
つ
い
て
は
、
負
担
額
に
差
を

つ
け
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
願

い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
青
色
申
告
会
に
つ
い
て
は
、

会
員
１
名
当
た
り
２
０
０
円
の
負
担

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇　

本
店
営
農
課
に
て
事
務
局
を
担
っ

て
い
る
組
織
を
調
査
し
、
事
務
費
負

担
の
基
礎
と
し
て
お
り
ま
す
。

◇　

会
計
に
係
る
業
務
量
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
少
し
で
も
本
来
の
業
務

を
行
い
た
い
こ
と
か
ら
ご
協
力
願
い

ま
す
。

◇　

組
織
に
よ
っ
て
事
務
に
携
わ
る
業

務
量
の
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
今

後
検
討
し
ま
す
。

◇　

事
務
費
は
、
徴
収
し
て
い
る
組
織

と
そ
う
で
な
い
組
織
が
あ
る
た
め
統

一
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
組
織

に
対
す
る
事
務
費
は
地
域
農
業
の
振

興
の
た
め
営
農
指
導
事
業
で
支
出
し

て
き
ま
し
た
が
見
直
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◇　

地
区
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
地

域
振
興
費
の
使
途
決
定
と
組
織
助
成

金
の
配
分
を
決
定
し
ま
す
が
、
組
織

助
成
金
の
配
分
等
は
、
地
区
運
営
委

員
会
が
決
定
権
を
有
す
る
仕
組
み
に

変
更
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
「
組
織
の

フ
レ
ー
ム
」
を
設
け
る
こ
と
で
、
フ

レ
ー
ム
か
ら
外
れ
る
組
織
は
条
件
整

備
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
現
時
点

で
再
編
後
の
組
織
数
は
見
込
め
る
状

況
に
な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
賦
課
金
の
上
限
額
を
見
直
す

こ
と
で
の
２
０
０
万
円
ほ
ど
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

◇　

賦
課
金
は
、
営
農
指
導
事
業
に
お

け
る
経
費
の
一
部
を
組
合
員
が
負
担

す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
当
Ｊ
Ａ

の
場
合
、
地
域
に
よ
る
作
物
形
態
や

規
模
の
違
い
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い

た
め
、
過
去
か
ら
下
限
額
、
上
限
額

を
設
け
て
調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
賦
課
金
見
直
し
案
に
つ
い

て
は
、
賦
課
金
の
負
担
方
法
の
前
に
、

集
め
た
賦
課
金
を
ど
う
使
用
す
る
の

か
、
使
い
方
の
統
一
を
優
先
さ
せ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

加
え
て
、
地
域
で
集
め
た
賦
課
金
の

大
半
を
、
地
域
で
使
い
方
を
決
定
で

き
る
仕
組
み
に
変
更
し
た
い
と
い
う

の
が
農
協
の
考
え
方
で
す
。

◇　

現
行
の
賦
課
金
徴
収
基
準
で
の
徴

収
と
な
る
た
め
、
頭
数
割
の
み
の
徴

収
と
な
り
ま
す
。

◇　

渡
航
費
は
利
用
者
が
支
払
う
決
ま

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
費
、
光

熱
費
等
の
共
益
費
は
実
習
生
の
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
生
活
す
る
た

め
の
家
財
家
具
等
は
利
用
者
側
で
準

備
が
必
要
で
す
。

◇　

地
域
の
農
業
振
興
で
あ
り
、
事
業

経
費
は
地
域
振
興
費
を
活
用
す
る
よ

う
伝
え
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
み
で
は
事
業
対
象
に
な
る
の
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に

は
ハ
ー
ド
部
分
と
の
連
動
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

◇　

現
状
で
は
大
き
な
影
響
は
出
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
は
心
配
さ
れ
ま
す
。

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
や
補
給
金
の
見
直

し
を
要
望
し
、
影
響
を
最
小
限
に
す

る
よ
う
支
援
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇　

営
農
計
画
書
に
つ
い
て
は
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
各
自
Ｕ
Ｓ

Ｂ
メ
モ
リ
ー
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ

け
れ
ば
デ
ー
タ
で
お
渡
し
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
ま
た
は
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
電

子
メ
ー
ル
で
の
送
信
は
可
能
で
す
。

◇　

主
要
の
作
物
だ
と
３
割
程
度
し
か

反
収
、
生
産
量
の
目
標
を
達
成
し
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
農
業
所
得

の
増
大
に
つ
い
て
は
、
平
成
２９
年
度

の
全
道
平
均
を
参
考
に
し
、
今
回
の

第
６
次
地
域
農
業
振
興
計
画
中
期
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

１０
％
の
農
業
所
得
の
増
大
を
数
値
目

標
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
支
店
の
主
要
作
物
に
つ
い
て
、
数

量
目
標
は
そ
れ
ぞ
れ
収
量
増
の
計
画

と
な
っ
て
お
り
、
課
題
と
取
り
組
み

内
容
も
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
確

認
し
て
戴
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◇　

懇
談
会
で
話
を
す
る
の
が
初
め
て

で
す
。
今
ま
で
と
大
き
く
変
わ
る
地

区
に
つ
い
て
は
、
年
明
け
す
ぐ
に
で

も
別
途
、
説
明
会
等
を
開
催
し
な
が

ら
ご
理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◇　

今
の
段
階
で
は
こ
う
い
う
考
え
が

あ
る
と
い
う
こ
と
の
ご
理
解
を
い
た

だ
い
た
上
で
、
具
体
的
な
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
年
明
け
に
開
催
す
る
説

明
会
等
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
い
た
だ
き
、
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇　

何
が
何
で
も
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
で
き
れ
ば
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施
さ
せ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

そ
れ
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
説
明

会
等
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
取
り
進
め
て
い

き
ま
す
。

◇　

現
段
階
で
は
酪
農
業
務
は
別
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
各
支

店
に
は
酪
農
担
当
者
を
残
す
こ
と
を

基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

支
店
の
酪
農
業
務
は
大
き
く
「
生

乳
の
緊
急
検
査
」「
各
種
補
助
事
業

対
応
」「
営
農
相
談
」
と
考
え
て
い

ま
す
。
業
務
の
内
容
に
応
じ
て
、
本

店
及
び
支
店
の
営
農
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
も
こ
れ
ま
で
通
り
と
考
え
て
い

ま
す
。

◇　

今
ま
で
通
り
、
生
産
者
が
不
便
に

な
ら
な
い
よ
う
対
応
し
ま
す
。

◇　

畜
産
業
務
は
、
補
助
事
業
、
牛
の

登
録
等
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
多
い
為
、
現

場
職
員
と
事
務
職
員
を
分
け
て
、
現

場
の
状
況
を
踏
ま
え
事
務
職
員
と
連

携
を
と
り
、
業
務
を
行
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◇　

生
乳
の
緊
急
検
査
体
制
に
つ
い
て

は
、
持
ち
帰
り
検
討
さ
せ
て
下
さ
い
。

畜
産
の
業
務
体
制
に
つ
い
て
は
拠
点

に
職
員
を
集
め
る
こ
と
で
、
移
動
時

間
等
の
ロ
ス
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

従
来
一
人
で
完
結
す
る
体
制
か
ら
複

数
の
職
員
で
分
担
す
る
こ
と
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
出
向
く
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
組
合
員
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
事
務
ミ
ス
等
の
再
発

防
止
に
も
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
承
り
ま
す
。

将
来
的
に
組
合
員
戸
数
の
減
少
が
続

け
ば
、
さ
ら
な
る
業
務
の
集
約
も
避

け
て
は
通
れ
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
家
畜
の
販
売
力
強
化
と

畜
産
職
員
の
育
成
を
目
的
に
畜
産
部

門
か
ら
取
り
進
め
る
こ
と
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇　

廃
用
牛
の
出
荷
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
職
員
が
個
体
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
畜
主
に
会
え
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
会
え
な
い
場

合
は
電
話
等
で
報
告
す
る
等
の
対
応

を
し
ま
す
。

◇　

単
に
個
別
経
営
体
が
規
模
拡
大
を

図
る
牧
場
と
は
違
い
、
様
々
な
研
修

機
能
を
有
す
る
こ
と
で
、
次
の
八
雲

の
酪
農
を
担
う
人
づ
く
り
が
メ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
事
会
に
て
農

協
と
し
て
の
出
資
を
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

◇　
　
（
要
望
）

◇　
（
要
望
）

◇　
（
要
望
）

◇　

機
械
の
老
朽
化
や
人
員
確
保
の
問

題
、
賃
金
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
た

め
、
今
後
の
方
針
を
作
物
ご
と
に
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

◇　

有
利
販
売
す
る
意
味
か
ら
も
、
今

後
、
取
り
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇　

施
設
利
用
部
門
は
過
去
か
ら
赤
字

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
支
改

善
の
た
め
、
段
階
的
に
利
用
料
を
上

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇　
（
要
望
）

【
生
産
販
売
部
関
係
】

1

施
設
の
集
約
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

2

営
農
セ
ン
タ
ー
再
編
の
話
が
あ
っ

た
が
、
生
産
組
織
の
統
合
ま
で
将

来
的
に
考
え
て
い
る
の
か
。

4

ト
マ
ト
共
選
施
設
は
稼
働
率
が
高

い
た
め
相
当
ガ
タ
が
き
て
い
る
。

第
６
次
中
期
計
画
で
機
械
の
更
新

を
考
え
て
ほ
し
い
。
新
た
に
建
屋

か
ら
全
て
作
る
と
組
合
員
の
負
担

が
増
え
て
農
家
所
得
の
増
大
と
は

相
反
し
て
し
ま
う
た
め
、
既
存
施

設
を
利
用
し
て
組
合
員
の
負
担
が

少
な
く
な
る
様
に
し
て
ほ
し
い
。

15

第
５
次
地
域
農
業
振
興
計
画
の
総

括
で
数
量
が
下
が
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
市
況
に
助
け
ら
れ
、
農
家

所
得
２０
％
増
大
が
達
成
さ
れ
た
と

説
明
が
あ
っ
た
が
、
第
６
次
地
域

農
業
振
興
計
画
で
は
更
に
農
家
所

得
の
増
大
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

数
量
が
落
ち
た
と
い
う
こ
と
を
反

省
し
、
所
得
の
増
大
よ
り
も
反
収

の
増
加
や
収
量
の
増
加
目
標
を
立

て
て
、
し
っ
か
り
足
腰
の
強
い
農

業
を
目
標
に
し
た
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

16

広
域
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

酪
農
部
会
や
肉
牛
部
会
に
話
を
し

て
い
る
の
か
。

17

広
域
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

懇
談
会
で
初
め
て
出
さ
れ
、
酪
農

畜
産
農
家
に
き
ち
ん
と
周
知
さ
れ

て
お
ら
ず
、
内
容
も
現
段
階
で

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
令
和
２

年
４
月
か
ら
実
施
と
い
う
の
は
無

理
が
あ
る
と
思
う
。

18

令
和
２
年
４
月
か
ら
広
域
畜
産
セ

ン
タ
ー
を
実
施
す
る
の
は
決
定
な

の
か
。

19

酪
農
は
広
域
畜
産
セ
ン
タ
ー
に
入

る
の
か
。
ま
た
、
酪
農
の
担
当
業

務
は
誰
が
行
う
の
か
。

20

広
域
畜
産
セ
ン
タ
ー
設
置
後
の
支

店
体
制
に
つ
い
て
、
一
部
の
酪
農

業
務
を
残
す
と
あ
る
が
内
容
に
つ

い
て
説
明
願
い
た
い
。

21

畜
産
の
業
務
体
制
に
つ
い
て
、
庭

先
の
牛
の
出
荷
・
搬
入
は
今
ま
で

通
り
職
員
が
対
応
し
て
く
れ
る
の

か
。

22

畜
産
業
務
で
、
現
場
職
と
事
務
職

を
分
け
て
業
務
を
行
う
と
い
う
こ

と
だ
が
、
牛
の
現
場
を
知
ら
な
い

人
に
事
務
を
任
せ
る
の
は
疑
問
が

あ
る
。

23

長
万
部
支
店
に
は
生
乳
検
査
の
資

格
を
持
っ
た
者
は
１
人
し
か
い
な

い
。
八
雲
の
職
員
が
検
査
に
来
る

と
し
て
も
３０
〜
４０
分
掛
か
り
、
移

動
時
間
に
し
て
も
労
力
を
無
駄
に

し
て
い
る
と
感
じ
る
。
普
段
で
さ

え
１.５
人
で
業
務
を
回
し
て
い
る
状

況
で
、
畜
産
セ
ン
タ
ー
と
し
て
八

雲
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
と

現
場
が
苦
し
く
な
る
と
想
定
で
き

る
た
め
、
検
査
資
格
を
持
っ
た
職

員
を
２
人
体
勢
に
す
る
な
ど
職
員

の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
配
置
を

考
え
て
ほ
し
い
。

24

酪
農
・
畜
産
の
業
務
を
南
北
に
二

分
す
る
よ
り
、
酪
農
部
門
、
畜
産

部
門
で
二
分
し
た
方
が
、
人
員
が

少
な
く
て
済
む
の
で
は
な
い
か
。

25

昨
年
の
懇
談
会
で
、
商
系
で
廃
用

牛
の
販
売
を
す
る
場
合
に
Ｊ
Ａ
職

員
が
立
ち
会
い
し
な
い
ケ
ー
ス
が

散
見
さ
れ
、
で
き
な
い
の
で
あ
れ

ば
手
数
料
を
見
直
す
よ
う
要
望
し

た
。
改
善
す
る
旨
の
回
答
は
さ
れ

て
い
た
が
、
当
牧
場
が
商
系
に
１４

回
販
売
し
、
実
際
に
職
員
が
立
ち

会
っ
た
の
は
５
回
程
度
で
あ
っ

た
。
改
善
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

26

研
修
牧
場
に
Ｊ
Ａ
が
出
資
し
た
報

告
が
組
合
員
に
無
か
っ
た
が
経
過

を
教
え
て
頂
き
た
い
。

27

青
年
部
に
入
っ
て
い
な
い
人
も
含

め
て
担
い
手
を
カ
バ
ー
し
て
ほ
し

い
。

29

長
万
部
は
八
雲
基
幹
支
店
内
で
も

市
町
村
が
違
い
、
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
を
始
め
と
す
る
各
種
事
業
の
窓

口
と
な
る
職
員
が
支
店
に
お
ら

ず
、
組
合
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
も
困
る
こ
と
が
あ
る
。
一
般
支

店
に
も
ク
ミ
カ
ン
や
営
農
相
談
な

ど
の
対
応
が
で
き
る
人
材
と
窓
口

が
ほ
し
い
。

3

施
設
利
用
料
が
値
上
げ
と
な
っ
た

が
、
そ
の
分
な
に
か
サ
ー
ビ
ス
が

向
上
し
た
の
か
。

28

広
域
畜
産
セ
ン
タ
ー
の
設
置
で
牛

の
技
術
指
導
の
専
門
職
員
を
関
係

機
関
の
中
か
ら
配
置
し
て
ほ
し

い
。

働
き
方
改
革
で
時
間
短
縮
と
な
る

の
は
理
解
す
る
が
、
例
え
ば
、
営

農
計
画
書
の
よ
う
に
膨
大
な
手
書

き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

な
ど
は
、
ソ
フ
ト
を
開
発
し
パ
ソ

コ
ン
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

か
、
各
種
申
込
書
等
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
申
し
込
み
を
構
築
し
、

Ｊ
Ａ
に
足
を
運
ば
な
く
と
も
済
む

よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
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Information

19

2019年度農産物鑑定研修会で優秀賞

金融店舗の営業時間が変わります！！

～　七飯支店生産施設課の下山職員が1年ぶり2度目の表彰　～

　北海道米麦改良協会が主催する２０１９年度の農産物

鑑定研修会が今年１月に札幌市で開かれ、全道から集

まった農産物検査員であるＪＡ職員ら約１２０人が参加

し、水稲うるち玄米の部・小麦の部・大豆の部のそれぞ

れ上位３人の計９人が表彰されました。

　当ＪＡからは「水稲うるち玄米の部」に七飯支店生産

施設課の下山大記職員が参加し、見事、『優秀賞』に輝

きました。

　令和２年４月より施行される健康増進法
の一部を改正する法律により、多くの人が
利用する工場、事務所等の施設は第二種施
設と定義され、一定の要件を充たす設備を
設置しない場合、原則として屋内の全面禁
煙が義務化されます。
　当組合についても第二種施設に該当する
ため、下記の方針と致しますので皆様のご
理解とご協力をお願い致します。

JA新はこだて

建物内の全面禁煙化について

JA新はこだて事務所
施設等の建物内全面禁煙

当 組 合 の 方 針

令和2年4月1日より
適 　 用 　 時 　 期

喫煙者の皆様にはご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。

新函館農業協同組合

　健康増進法の一部を改正する法律により、多くの人が利用す
る事務所、工場等は第二種施設と定義（当組合も第二種施設に
該当します）され、所定の設備を設置しない場合に屋内禁煙が
義務化されますので、皆様のご理解とご協力をお願い致します。

令和2年４月１日より
建物内全面禁煙

受動喫煙防止に
ご協力ください

この結果に満足することなく、今後
も適正な検査に努めます！！

　金融店舗運営体制の変更に伴い、令和 2 年 4 月 1 日より下記の通り
営業時間等を　“変更”　することと致しました。
　詳しくは、お近くの金融店舗窓口へお問い合わせ下さい。

　組合員皆様にはご迷惑をお掛けしますが、今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよう心より

お願い申し上げます。

（１）金融店舗営業時間 ※平日
　　　現状　9：00　～　16：00
　　　　　　　　　　　　➡　変更後　9：00　～　15：00

（２）ＡＴＭ営業時間（店舗内ATM所有）※平日
　　　現状　9：00　～　18：00
　　　　　　　　　　　　➡　変更後　9：00　～　17：00

（３）大野支店ＡＴＭ土曜日営業（大野支店のみ）
　　　現状　9：00　～　14：00
　　　　　　　　　　　　➡　変更後　　　廃　止
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Information

何年も読んでいます。取材する方大変ご苦労様です。これからもよろしく！
知内町 山の親爺さん

湯川町地区でもくじら餅や太巻きの手作り体験教室あったら参加したい
函館市 ペンネームなしさん

毎日の献立に料理の記事を先に見ます。カブが無かったので大根と鶏
肉で作ってみました。「こうれん」を初めて知りました。作り方が知りた
かったなぁ～

森町 ひまわりさん

暖かすぎてこの先不安。そして新型コロナウイルスも心配です。今年は
どんな年になるのでしょう。

北斗市 やまちゃんさん

農林水産大臣賞受賞のナチュラルチーズ、すごく気になります！今度長
万部の直売所にお邪魔したいと思います！

北斗市 こはんはおかずさん

えすぽわ～る毎度楽しみにしています。色々、勉強になります。
八雲町 カズＰさん

雪も少なく大変な冬でしたが、今年の夏の天候が心配です。
八雲町 サキのジジさん

伝統食「こうれん」の記事を楽しく読ませてもらいました。
八雲町 さっちゃんさん

今、断捨離してますが、なかなか片付かないでいます。
七飯町 まさちゃんさん

「新型コロナウイルス」が世界で猛威をふるっています。基礎疾患のある
方が重症化しているようです。改めて日頃の健康管理の大切さに気づ
かされました。

せたな町 ふっくりんこさん
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クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、以下の

　　種類からお好きな商品を　　袋お送りします。

希望のプレゼントをご記入ください。

農協ラーメン
（1袋2食入り）

あっさぶの豆
（１袋110g入り）

応募締め切り 3月18日（水）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

こたえ
ご希望のプレゼント

※右記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

プレゼント

　　 E-mailアドレス  shouta.horiba@ja-shinhakodate.com

クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて本店 農業振興部 営農課
FAX：0138-77-5563

〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

あて先

3 3
3

農協ラーメン ・あっさぶの豆
あっさぶメークインごろっとカレー

あっさぶメークインごろっとカレー

読者の声 たくさんのご応募、
ありがとうございます。

知内町　山の親爺　さん
函館市　ペンネームなし　さん
森町　　ひまわり　さん

クイズ当選者
今月号の当選者 今月は10件の応募があり、厳正な抽選の

結果、次の 3名の方が当選となりました。

前回の答え
太巻き

Q. A.

ルール

空いているマスに、1から9ま
での数字のどれかを入れます。

（1）

タテ列（9列）、ヨコ列（9列）、太
線で囲まれた3×3のブロック
（それぞれ9マスあるブロック
が9つ）のいずれにも1から9ま
での数字が1つずつ入ります。

（2）

➡

例

数独®ニコリ
二重枠に入った
数字の合計は？

Q.

全部埋めなくても
答えはでるよ！

まずは「３×３のブロック」で
数字を順に考えてみよう！

みんなのまるめ郎広場

◇日時：令和２年4月1４日（火）
　　　　午前10時～
◇場所：北斗市総合文化センター
　　　　「かなでーる」大ホール
◇議案：令和元年度事業報告　他

　総代の役割とは…

第１８回通常総代会を下記日程により

開催致します。

総代皆様のご出席を賜りますよう宜し

くお願い致します。

第18回通常総代会開催のご案内

　ＪＡの運営は組合員全員の総意に基づいて行われなければなり
ません。そのためにＪＡとしての統一した意思を決定する場が「総代
会」です。
　各地域より選出された「総代」は、総代会においてＪＡの運営方針
などについて議論を行い、議決権を行使します。正組合員の中から選出された総代は、いわば日本における国会議
員のような存在。組合員の代表としてＪＡの将来を決定する大切な役割を担っています。

かなでーる
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ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

まるめ郎アルバム編集後記
　コロナウイルスのニュースが連日放送
され、私自身も外に出る機会が少し減った
気がします。私だけかもしれませんが、マ
スクをしている人を見ると、予防なのか風
邪のような症状があるからなのかがわか
らず、すごく警戒してしまいます。
　みなさんも十分、健康には気を付けて、
なるべくなら人ごみを避けて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　  　（翔） JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

永井智一
（ながい ともかず）

茨城県笠間市にある
「キッチン晴人（ハレジ
ン）」オーナーシェフ

シェフ永井の
おすすめ

レシピ1

材料（2人分）

アスパラガス…………………………………………… ２本
ニンジン………………………………………………… １本
スプラウト ………………………………………………適宜
松の実 …………………………………………………適宜
煮詰めたバルサミコ……………………………………適宜
岩塩 ……………………………………………………適宜
小麦粉 …………………………………………………適宜
オリーブ油 ………………………………………… 大さじ３

（１）

（２）

（３）

作り方

ニンジン、アスパラガスはスティック状に切

り、小麦粉をはたいておく。

フライパンにオリーブ油を入れ熱し、（１）を

じっくりと揚げ焼きして火を通す。

平皿に（２）を盛り付け、煮詰めたバルサミコ

で線を描き、岩塩を振り、松の実、スプラウト

を散らし畑の様子を表現する。

畑の様子（揚げ焼き野菜の温サラダ）

今月のおすすめ

畑の様子
（揚げ焼き野菜の温

サラダ）

レシピ1

ポイント
パーティーなどにいかがでしょうか？
ニンジンやアスパラガスは、他の畑の野菜に変えてもOKです。いろんな味、香り、色を楽しんでください。

題名：マルメロード第86章
Ｄａｙ：2020.2.6

新はこだて

道南を農す

八雲町 猪子　誉幸さん
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道南の女性部員が集まる「アグリミセスセミ
ナー」で、コットンパールのネックレスづくり
を行いました。みなさん楽しそうに作ってい
ました。
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